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世界の記憶と平和構築に努力する 

どのようにして南京大虐殺記念館の館長になったのか 

 

                   中国人民抗日戦争史学会副会長 

                   侵華日軍南京大屠殺遇難同胞紀念館元館長

                                                         朱成山 

 

 個人の意志とは関わりなく、事業と人生とは

一定の“縁”で繋がっていると常々感じていま

す。私にとっての南京大虐殺史と平和学の研究

も正にこうしたもので、知らず知らずの内に２

０年以上の月日が経ってしまいました。2012 年

5 月 26 日、私はブログに自分の人生をふり返っ

た感想文を掲載しました。“今日は私が南京記

念館に勤め始めてちょうど 20 年目の日になりま

す。人生に幾つの「20 年」があるでしょう。も

し私が 80 才まで生きられるとしても、私の人生

の四分の一を費やしたことになります。”南京

大虐殺記念館で館長を務めたこの 20 余年は貴重で輝かしい年月でした。昨年（2015）

の 12 月、私は退職しました。往事を振り返えれば、万感が込み上げてきます。歴史と

平和事業に対し、それなりの貢献をしたということが慰みとなっています。                                       

 

一、なぜ南京大虐殺史研究に従事することになったのか 

 ふり返れば、私の人生はすこぶる単純であったと思います。3 つの段階に分かれてい

ます。 

 一つは軍務に着いた時期、それは 1970 年に入隊し、1990 年に除隊するまでの 20 年間

で、部隊では宣伝教育活動を担っていました。 

 二つ目は、南京市委で宣伝部の仕事に就いた時期です。この時期は僅か 2 年程度でし

た。仕事内容は精神文明を築く活動です。 

 三つ目が 1992 年 5 月にはじまり、2015 年 12 月の退職に至るまでの、23 年と 7 ヶ月

に及ぶ南京大虐殺記念館の仕事です。それは歴史と平和を擁護する活動です。 
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 去年（2015）の 11 月 17 日、私は南京師範大学の公共管理学院の 19 人の研究生を相

手に授業を行っていました。抗戦史に話が及んだとき、ある学生が突然立ち上がり、授

業と何の脈略もない質問をしてきました。彼はこう聞きました“先生はどのようにして

南京大虐殺史と平和事業研究の道に入ったのですか？”当時私も多少面食らいました。

何しろ抗戦史の授業の最中に私個人のことを質問されたのですから……。とは言え、答

えないわけにもいきませんでした。確かに、私が記念館に来て指導的活動を行うように

なったのは、まったくのある種の“偶然”によるものでした。1992 年はじめ、記念館の

指導部の交代がありました。記念館は南京市委宣伝部の所轄にありました。私は当時そ

こで働いていた為に私が記念館の刷新の為に派遣されたのです。正直にこう答えまし

た。それはたまたまのきっかけに過ぎなかったのです。 

 実を言うと、当時私には唐突感がありました。私の人生に於いて、以前はこの種の仕

事についた経験も無く、尚更のこと、南京大虐殺の歴史研究に関し基礎さえなかったの

です。ほとんど一からの出発でした。今思えば、確かにあまり適任とは思えない指導者

の就任だったかも知れません。しかし逆に考えると、人生に於いて新たな経験ができ、

更に多くの学習の機会を得たとも言えます。人の知識は天性のものではなく、常にゼロ

からの出発の積み重ねと言えるでしょう。無知から出発し、知識を深め、不断に進歩し

ていくものでしょう。 

 如何にして“素人”から“専門家”になるのか。博物館のことも、専門的な歴史事象

も知らないところから抜け出すには、何よりもより深い学習とより多くの蓄積が必要で

した。 

 私は先ず南京大虐殺の歴史と知識から学びはじめました。一日も早く“門外漢”から

脱す必要がありました。これまでも多くのマスコミがこの点について私に聞いてきまし

た。私はこうした問いに三つの段階に分けて答えました。 

 一つ目は、父や祖父から聞き及んだ口述伝承です。私の祖父は 1937 年当時、南京の

新街口にある銀行で働いていました。この銀行は未だにそのままの姿で現存していま

す。私がまだ幼少の頃、祖父についてそこに退職金を受け取りに行ったことがあります。

その時、祖父から南京大虐殺当時のことを聞かされました。当時彼はこの銀行から故郷

である南京市郊外の六合県に避難していました。六合県は長江の北に面しています。長

江では長きにわたって多くの死体が浮いていたそうです。祖父が銀行に復職する頃に

も、まだ多くの死体が漂流していたそうです。無数の死体が漂流し、その惨状は見るに

堪えないほどであったと言っていました。銀行があった新街口でも日本人に殺された
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人々がいたそうです。これが南京大虐殺についての私の最初の印象でした。 

 二つ目は、部隊にいたある戦友の影響です。彼は南京軍区政治部に属する一級作家の

徐志耕という人で、彼の作品に大きく影響されました。彼は 1985 年前後、自転車で南

京城内外にいる南京大虐殺の幸存者を尋ね歩き、『南京大虐殺』という報告文学集を出

版しました。彼からこの本をもらい、何度も読み返し、南京大虐殺の歴史に多少の理解

を深めました。勿論、この段の歴史について理解と研究をより深めたのは記念館に勤め

るようになってからのことです。 

 昼間は記念館で働き、本を読む時間はほとんどありませんでしたが、勤めを終えた後、

家に帰ってから夜遅くまでこうした本を読みあさりました。収集できる範囲で、南京大

虐殺に関する書籍、資料をほぼすべて読み尽くしました。何度も読み返したものもあり

ます。こうした学習の中で突き当たった史学問題については、何度となく南京大学の歴

史学教授である高興祖先生や江蘇省社会科学連合会歴史所副所長の孫宅巍研究員など

の専門家のもとに教えを請いに尋ねました。こうしてようやく理解を深め、さらには関

係する評論や論文を書けるようになりました。今日に至るまでに公開で出版した著書、

共著や主編書などは 131 冊－3000 万字余り、専門雑誌での掲載論文が 40 編余りになり

ます。さらに人民日報、光明日報など多くの新聞に発表した各種文章が 200 余りありま

す。 

 続いて、仕事の上でも通常の業務と平行して南京大虐殺に関する理論と知識の蓄積に

努めました。先ず解説員の資質向上に努めました。当時私は記念館の副館長を務めて一

年ほどが経っていました。その間、当館の解説員が行う解説が余りにも簡単すぎると感

じていました。時間も僅か十数分だけで、解説の中身も凡庸で、説得力に乏しいもので

した。こうした現状にかなりの不満がありました。そこで、一方で歴史関係の学習を重

ねながら、一方では記念館での解説書の編集に取りかかりました。その後の 20 年余り、

来館する重要な客人に対しては私自身が解説員をかってでるようになりました。 

 一年後、私は館長に就任しました。第 3 代目の館長です。仕事の範囲も拡大し、忙し

くなりました。しかし重要な接待や上級指導者に対する説明はやはり私が指名されまし

た。習近平、江沢民、胡錦涛、劉雲山、楊尚昆、李鵬、朱鎔基、李長春、尉健行などの

国家的指導者や、日本前首相の村山富市、海部俊樹、鳩山由紀夫、アメリカ前大統領の

カーター、デンマーク女王のマーガレット（＊音）、韓国前総理の姜英勋，オーストラ

リア議長のマｸﾞリット・リトー（＊音），デンマーク国王のマーガレット二世などをは

じめとする各国首脳の参観に際しては私が解説員を務めました。私の語学力は多少劣る

のですが、歴史資料や歴史事象に関する知識はかなり豊富だったので、かなり高い評価
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を得ました。特に

2014年 12月 13日に

習近平総書記の来

訪時は、72 分（当初

は 30 分の予定）に

及ぶ参観の中で、68

項目の質問を受け

ましたが、すべての

質問に的確に答え、

習近平氏からこの

問題（南京大虐殺）についての専門家であり、権威である、という賞賛を受

けました（2015 年 12 月 16 日 新華社記者霍小光報道）。また、張徳江委員長からも“こ

この館長は大したものだ。総書記の質問に流れる如く答えている”と賞賛されました。 

 

 

二、より良い記念館館長になる為に 

 一つの組織は、一人の人間と同じで、いくつもの転機が訪れます。大切なのはその時

機を如何に発見し、それをどう活かすかということです。記念館について言うならば、

それは事業の発展における転機と言えます。それは、全国最初の無料開放であり、中国
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人民抗日戦争及び反ファシズム勝利６０周年記念及び 70 周年記念であり、南京大虐殺

３０万同胞遇難７０周年記念等によってもたらされました。こうした転機を捉えて、ど

のようにして記念館の設立理念、事業を興したのか、主に以下 10 項目のことをしまし

た。 

 一つ目は、国内外の展示を加え、展示内容をより豊富にしました。1993 年初旬、中国

人民抗日記念館から『侵華日軍 731 部隊罪証展』を引き継ぎました。当時の服務部を臨

時展示館に改造しました。最初の展示は抗戦館の『侵華日軍 731 部隊罪証展』でした。

この展覧会は大成功しました。一ヶ月のチケット売り上げ収入が 88886元に達しました。

資料部の劉相雲主任がさらにそっと 2 元を上乗せし、縁起の良い 88888 元にしました。

当時の記念館の半年分のチケット収入（1 年で 10 万元余り）を越える額でした。記念館

すべての職員が希望を持ち始め、自信をつけるようになりました。その後、私たちはア

メリカのアウセンハウエルセンター（＊音）、ロシアの衛国戦争記念館、日本の『私の

八一五』漫画展委員会、フィリピンの華僑博物館、旅順日ロ監獄旧跡博物館、撫順戦犯

管理所、棗庄鉄道遊撃隊記念館など国内外の記念館などの展示をするようになり、それ

に合わせ本館の展覧内容もより豊かに発展させながら、大衆に新たな文化遺産を提供で

きるようになりました。 

 

 二つ目は、国内外の巡回展示を組織し、南京大虐殺の歴史を広めると共に、その影響

力を強化しました。私たちは展示パネルを 6 セット作りました。それらをもとに、北京、

上海、武漢、福州、

広州、深圳、合肥、

杭州、瀋陽など 26

カ所の都市で南京

大虐殺史実展覧会

を開催しました。都

市によっては複数

回開催しています。

例えば北京では首

都博物館、抗戦館、

革命歴史博物館、国

家歴史博物館の４

カ所で開催してい名古屋での展示会 
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ます。 

 こうした巡回展示

会では述べ 150 万人

以上が参観しました。

この他にも、私たちは

さらにアメリカのサ

ンフランシスコ、アト

ランタ、ワシントンな

ど 10 カ所の都市でも

開催し、デンマーク、

イタリア、フィリピ

ン、さらに日本の東

京、大阪、京都、名古

屋、広島、神奈川、福岡、熊本、鹿児島など 30 カ所以上の都市で《永不忘却》、《南

京的記憶》、《不忘南京 12・13》等と名をうった展示会を行い、南京大虐殺という史実

を世界的に広めました。 

 

 三つ目は、南京大虐殺による犠牲者の慰霊式、慰霊活動をおこないました。記念館に

赴任する前、私は南京市の「精神文明建設事務所」で南京市宣伝部の仕事をしていまし

た。そこでの仕事で、能動的に活動することが精神文明の建設に不可欠であると考えた

私は、記念館も館の内容に即したかたちで積極的に活動しなければならないと思いた

ち、活動方式を徹底的に練磨、研究し、記念館の影響力と知名度を拡大することに努め

はじめました。 

 1994 年 8 月に日本を訪問したとき、広島の原爆被害者を慰霊する活動を目の当たりに

した私は、そこで非常に大きな啓発を受けました。私の知る限り広島の公的な慰霊祭は、

1951 年の朝鮮戦争の期間に中止したことをのぞき、毎年 8 月 6 日には日本の首相や衆参

両議院の議長、各政党の代表たちが広島の記念活動参加しており、三日後の 8 月 9 日に

も、日本の全ての党と指導者が長崎に赴いて、長崎原爆被害者に対する慰霊活動に参加

しています。南京に戻った私は、すぐに上層部の指導者たちに対して私が思い描く今後

の活動内容を報告し、その構想が批准されました。当時、このような活動をおこなって

いる都市は中国国内で一か所もありませんでした。なぜならこのことは中日両国関係に

影響するような敏感な問題に抵触するため、このような活動はまだ先例がなかったので

     1999 年 2 月 4 日、『東史郎日記』資料展示展 
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す。私は積極的に省と市の対外部門に働きかけ、江蘇省と南京市のトップたちの慰霊祭

参加や、南京全域で防空警報を鳴らしての被害者を慰霊すること、武装警察に捧げ銃（さ

さげつつ）と献花をおこなうといった形式での活動を企画、準備しました。 

 しかし実際におこなわれた活動の規模は小さく、僅か 600 人程度が参加する程度の活

動に過ぎなかったのですが、事前の準備活動が奏功した面もあり、とくに防空警報を鳴

らしたことが、南京メディアの関心を引きつける効果をもたらしました。とりわけ中央

電視台の「新聞聯播」の報道のあとに行われた、中国人民抗日戦争・世界反ファシズム

活動五十周年にあたる 1995 年には、江蘇省と南京市の共産党委員会、人民代表大会、

政府、政治協商会議、紀律検査委員会（以上を五套班子という）の優秀なリーダーたち、

および南京軍区、南京空軍、江蘇省軍区、南京軍分区などの部隊の指導者たちが記念館

を訪れ、慰霊式に参加したのです。この行事は 8 月と 12 月の年二回も挙行され、メデ

ィアによる大々的な報道によって、国内外の影響は非常に大きなものになりました。そ

の後は毎年 12 月 13 日に慰霊祭が挙行されるようになり、現在に至って 20 年の歳月が

経過しています。 

 この活動が国

内外に影響を及

ぼしたため、６年

後の 2001 年 9 月

18 日には、瀋陽で

も毎年防空警報

を鳴らすように

なり、その後は撫

順市、江蘇省の徐

州市、上海の宝山

地区など、相前後して防空警報を鳴らすようになりました。こうした行事によって人々

は歴史の忘却に対して注意を喚起するという機能を果たすようになりました。こうした

結果、2014 年 2 月 27 日には全国人民代表大会常務委員会が、南京大虐殺被害者国家追

悼日に関する決定を採択し、同年 12 月 13 日、中国共産党中央委員会、全国人民代表大

会常務委員会、国務院、全国政治協商会議、中央軍事委員会が共催し、初めて南京大虐

殺被害者の「国家追悼式典」が記念館内で行われるようになり、習近平総書記が来館し

て重要な講話を発表し、さらに南京大虐殺の被害者である夏淑琴氏と被害者遺族の阮

(ｹﾞﾝ)澤宇氏（青少年代表）らとともに、慰霊の鼎の除幕が行われました。これが国内
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外から強い反響をよんで、概ね好評を得ました。国家的慰霊祭をおこなうのは非常に困

難な過程が付きまといましたが、このことが私に『第 21 回は国家的慰霊祭』（『第 21

次是国家公祭』）という書籍を執筆させる契機となり、この活動の一幕ごとの記憶を遡

って記録した本書は、2014 年 12 月に江蘇人民出版社から出版されました。 

 

 四つ目は、南京大虐殺被害者に対する全面的な調査活動です。 

 1997 年、南京大虐

殺七十周年を期し

て、私たちは学生の

夏休み期間を利用

し、南京市の教育局

とともに、14,700 名

余りの大学生と高校

生、中学生らととも

に、当時南京市に属

する 500 万人余りの

人口を擁する 15 の

区・県において、70

歳以上の老人を対象

として、しらみ潰しの大捜索を展開しました。この捜索活動の前には、特別研修セミナ

ーを開き、中核となる人材に対し、捜索活動に関する訓練をおこないました。捜索の過

程でも彼らに付き添いながら指導をおこなってきました。さらにメディアに対して広く

報道するよう働きかけ、社会的に大きな影響を与えることになりました。とくに東京、

大阪、神戸、広島からきた 20 名余りの日本の大学生や高校、中学生、および彼らの保

護者たちの捜索活動への参加が、当活動の国際的影響力を拡大する一助となったので

す。この被害者捜索活動は、これまでで最大の規模で、かつ徹底したものであり、これ

により 2,300 件あまりの資料を収集することができました。のちに専門家による厳格な

審査をへて、新たに 1,213 にのぼる生存者の証言を得ることができました。強調するべ

きは、この大規模の捜索活動を経たことによって、南京大虐殺生存者の口述記録の収集

を日常的な仕事の内容としてとらえるようになったことです。のちに「南京大屠殺幸存

者口述史分会」、「南京大屠殺幸存者援助協会」が成立し、選出した専門家によって、

国内外の生存者の資料を収集、整理すると共に、その後はニュージーランド、オースト

2002 年「歴史の証人」銅板足跡ロードを設置 
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ラリア、台湾、北京、武漢で口述記録を収集することになります。南京大虐殺の生存者

はこうした歴史の証人であり、生存者の口述記録は重要な歴史資料となるのです。 

 生存者に対して、どのように配慮をすれば、彼らの晩年の生活が少しでも幸せになる

のか？精神面からだけでなく、経済面、物質的な面からも社会的な実のある支援は可能

だろうか？この問題に対し、私は「南京大屠殺幸存者援助協会」を立ち上げ、記念館に

身を置きながら、これらの問題を担当する責任者を特別に選出しました。さらに私は法

人代表として、江蘇省人民代表大会の元副主任で、かつ南京大虐殺の生存者の一人であ

る、秦傑老氏を招請し、彼を会長に据えて、国内外で 400 万元の援助金を募り、生存者

の医療診察費用の 80%や、入院費用の 50%を補助し、さらに毎年春節を迎える際に 1,000

元の慰問金の送付、見舞いの際にはさらに慰問金 1,000 元、病気で亡くなった際には

1,000 元を贈るようにしました。そのほか、人民代表大会を通じて、南京市政府から各

人に毎年 1,200 元の生活補助が出るようになったため、生存者およびその家族から非常

に感謝されています。 

 口述記録を収集する際、私は生存者に対する援助と配慮を忘れないように心がけてい

ます。しかし、活動はこれで全てなのだろうか？という疑問がずっと私の脳裏をかすめ

続けていました。自然の法則ではありますが、人には必ず寿命があり、私たちの活動の

多くは、ただ彼らの証言活動の期間を相対的に少し延ばすにすぎず、永遠にこれを保持

することはかなわないのです。そんな中、2001 年に訪れたアメリカのハリウッドで見た

「ハリウッド・ウォーク・オブ・フェーム」（著名人の名が彫られた星型のプレートが

埋め込まれている歩道）から啓発された私は、南京記念館内に歴史の証人の足跡をかた

どった銅板をつくろうと決心しました。そして、三人一組のチームで小型のバンを走ら

せ、一軒ごとに対象者を訪問して、石膏で足の型をとり、同時に生存者の署名も収集し

ました。そのあと南京晨光工場で、今後 600 年間はそのまま保存できる厚み 1 センチの

銅板を作製したのでした。さらに生存者代表として倪翠萍氏と彭玉珍氏の実物大の銅像

も作成しました。これらの活動には膨大な費用がかかりますが、私は「江蘇省教育工会」

（江蘇省教育労組）主席に頼んで 30 万人民元を募り、これによって 2002 年には歴史の

証言者の足跡の銅板路（歴史証人脚印的銅板路）を完成することができたのです。 

 

 五つ目は、国内外で広範に南京大虐殺の歴史資料と文物を収集する活動です。 

 おもえば私が館長の職を引き継いだとき、南京記念館の所有する文物は 100 件に満た

ず、歴史資料も非常に限定的でした。そのとき私は、南京大虐殺の関連文物資料の収集

は緊急を要する仕事であると認識し、これらの仕事は私たち世代の責任であると感じま
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した。それはいま私たちがやらなければ、将来的にさらなる経済力と精神力を供出して

も、恐らく大した成果に繋がらないだろうと考えたからです。その為、私はひたすらこ

の作業に精力を注入してきました。まず黒竜江省、吉林省、遼寧省など、合わせて二十

一の省と市、計六十の都市に人を派遣し、南京大虐殺の証人を取材し、関連の文物と資

料を収集していきます。その他、前後してアメリカ、イギリス、ドイツ、デンマーク、

ロシア、ポーランド、日本などに人を派遣し、南京大虐殺があった当時、南京にいた海

外の歴史証言者の末裔たちを取材し、関連の文物資料を収集していきました。とくに日

本では、特別チームを派遣して資料収集をしましたし、日本の方々にも文物資料収集の

活動を助けてもらって、大きな収穫をえました。 

 そんな中、東京の友人から聞かされたのですが、ある日本人が南京記念館に陳列して

いる遺骨の真贋に疑義があると公に提起しているというのです。さらに日本で出版され

ている『大東亜戦争の総括』と

いう書籍のなかでは、記念館の

遺骨が文化大革命の被害者の

遺骨であると公然と指摘され

ていました。このまったくのデ

タラメぶりに私は激怒しまし

たが、デタラメに対する最善の

処方は、事実を突きつけること

でしかありません。陳列されて

いる南京記念館と記念館建設

当初に発掘された被害同胞の

遺骨は、たしかに江東門の「万

人坑」跡地から発掘されたもの

であり、なんら問題はありませ

ん。しかし、発掘当時にはこち

らの経験不足もあり、もとの状

態を維持して保存してはおら

ず、すぐに科学的論証もおこな

ってはいませんでした。この不

備が、日本の右翼勢力に口実を

与えてしまったことは事実で遺骨の発掘調査 
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す。そこで、私は当時発掘作業に参加していた人を訪ね、その人に記念館内の遺跡でも

との状態が維持されている場所はないか、新しい被害者の遺骨が発掘される可能性のあ

る場所はないかと聞きました。するといま現在の遺骨の陳列室北側の芝生の上ならあ

る、その場所ならほぼ地形は荒らされていない、と教えてもらいました。それを聞いた

私はすぐに人を集めて発掘を開始したところ、すぐに 4 体の折り重なった遺骨が掘り出

され、さらに分析が進むと、この場所にはまだ多くの遺骨が眠っているというのです。

私はすぐさま新たに発見された情報をメディアに報告し、また上層部にも報告しまし

た。報告後にはすぐに国家文物局の支持を取り付けることができて、特別に発掘許可を

得たため、私たちは南京市博物館考古学チームを現場に招いて発掘をすすめ、同時に「南

京市公安局法医中心」の監察医の方々にも現場に入ってもらい、さらに公証役場の人を

招いて公証してもらいました。こうして二年の歳月をかけて発掘と科学的考証をおこな

いました。その後も南京博物院の専門家を招いて、発掘された遺骨の保護をお願いし、

最終的には一貫して説得力のある資料が完成しました。南京記念館から発信する、その

スケールの大きさと合理性、教育性、信頼度を特徴とする重要な資料の陳列内容の公開

は、国内外の人々からの注目を引きつけ、これにより当館は遺跡型の歴史博物館のモデ

ルケースとなったのです。現在、当館は世界的に収集した文物資料、書籍など館蔵品は

17 万件余りに達し、そのうち文物は 3 万件以上、南京大虐殺の関連証言者の資料は 1.4

万ケースにのぼります。 

 

 六つ目は、全国の博物館に先駆けて入場料を無料にして開放するという、公益性のあ

る文化事業機関の管理モデルを推進してきたことです。 

 中国で真っ先に無料開放することには、私たちにプレッシャーとモチベーション二つ

の効力をもたらしました。2004 年の初旬、宣伝部の上層部から南京のなかで影響力のあ

る記念館を一か所選出し、対外的に無料開放するようにという要求が出され、これによ

り、南京市は当館を最初の無料記念館にすることを決定します。この決定による後々の

状況は、容易に想像がつきました。結果としては、ものすごく多くの人々が当館に押し

寄せてきました。記念館の規模は小さく、種々の条件も良くなかったので、一時間ほど

で大きなトラブルが発生しました。この事象を人民日報、新華社、中央電視台はこぞっ

て報道しました。無料開放してから一週間後、当時の中央宣伝部宣伝教育局の楊新力局

長は、南京まで足を運んで調査と研究をおこないました。そして無料開放の意義を認め、

国家と各級政府が推し進める公益性のある施設の無料開放に対し、支持と激励を与える

べきであると明確に示したのでした。当初、当館は初めて無料開放したことによって多



- 31 - 
 

くの困難が降り掛かったのですが、我々の幹部クラスは館員とともに大胆な試みを実施

し、無料開放における博物館の管理モデルを模索し続けたことによって、中央宣伝部と

「国家紅色旅游事務所」の信頼を勝ち取りました。その後、中国各地にある施設からの

招請に応じ、交流を深めました。目下、中国全土では博物館総数の 85.5%を占める、4,013

の博物館で無料開放が実現されています。本館の実績が全国数千の博物館、記念館が

続々と無料開放を実行することに影響を与えたことは事実であり、このことは記念館事

業の発展に大きな好機をもたらしたといえます。 

 

 七つ目は、南京記念館の第一、第二、第三期の拡大建設工事の着手です。 

 こうした活動の数々によって、記念館事業の基礎が固まっていきました。中国ではよ

く、「新官上任三把火」（＊新しく赴任した官僚は三年までは民衆のために働く）と言

いますが、まさにその通りで、その時期は、私が館長に就任して二年目の時期、すなわ

ち 1994 年、記念館の展覧と環境を改変させるべきだと考えだした時節にあたります。

それまでの展覧内容は非常に簡素で、単調に過ぎ、参観者の心に響くようなものではな

かったのです。 

 そこで私自らプランを練り、写真や関連資料を新たに選択し直しました。結果、展覧

内容は充実し、陳列形式も明らかに改善されました。その次に、新しく追悼広場を建設

し、その上部に十字架状のシンボルを設けることを提案しました。さらに破損した城壁、

刃こぼれした軍刀、歴史性のある橋梁、銅製の被害者の頭部、生き埋めにされた被害同

胞の腕などで形作られた「古城の災難」をテーマとした塑像などの芸術作品群を設置し

ました。続いて、記念館にあった当時の駐車場を改造すると共に、南京市と掛け合い、

記念館そばにあった自動車修理工場を移転してもらい、その跡地に新たな駐車場を設け

ました。そして新たに「南京大屠殺遇難同胞名単壁」を建立しました。 

 2005 年は中国人民抗日戦争及び世界反ファシスト闘争勝利 60 周年にあたります。こ

の機会を捉え、上級政府に二期拡張工事を申請し、国家、省、市の政府から 7．4 億人

民元の建設費用を獲得しました。そして、記念館の敷地面積は 33 ムーから 111 ムーに、

建築面積は 2，500 ㎡から 25，000 ㎡に、展覧会場の面積は 800 ㎡から 12，000 ㎡に拡

大しました。特に元は「歴史」のみの展示だったのを、「歴史」と「平和」という二つ

の展示主題に改めました。更に呉為山、孫家彬等有名な彫刻家に創作と設計を依頼し、

芸術性に富んだ彫刻作品を作ってもらいました。2015 年の中国人民抗日戦争及び世界反

ファシスト闘争勝利 70 周年に際して、再度南京市人民大会の会議上で中国戦区での日

本の投降式典を主な内容とする勝利記念館の建設を連名で要求し、南京市委員会と市政
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府の指導者の賛同を得ました。記念館の新しい拡張工事の為に 8．8 億人民元が投資さ

れ、勝利広場、勝利公園、勝利たいまつ、勝利展示館等の施設を建設しました。さらに

は大型の地下駐車場を建設し、大量の参観者による駐車問題を解決しました。 

 これらと共に、「利済巷慰安所跡」に展示館を建設しました。三期に及ぶ拡張工事に

より、記念館の内外の展示環境は明らかに改良され、向上しました。江蘇省と南京市の

中国人民抗日戦争及び反ファシスト闘争勝利 50 周年、60 周年、70 周年の活動は成功を

納め、同時に建設改造の過程で記念館の名声を徐々に上げる事ができ、参観者の数も当

初毎年 10 数万人だったのが、毎年 900 万人前後にまで増え、世界的な大博物館として

有名な故宮博物館に次ぐ入場者数となり、増々社会的に貢献を果たせるようになったの

です。 

 

八つ目は、南京大虐殺の学術研究活動を行う専門的な学者を集め、日本軍による南京

大虐殺史の研究会を創設しました。以前国内には南京大虐殺の歴史を専門的に研究する

学術的な機関はなく、研究は自発的に分散された状態で行われていました。その為、南

京市社会科学聯合と市民政局の指導者を探し出し、機関設立の理由を説明しました。当

初専門的な学術研究の為の機関を設立することについての是非は分かれていました。そ

ういう機関が必要かどうかが問題となっていました。南京大虐殺に関しては常々政治的

問題と歴史的問題という両側面が付きまとっていました。幾多の論議を経て、考えが統

一され、「南京大虐殺史研究会」の設立が決定されました。1995 年 8 月 15 日に南京記

念館に付属する形で、正式に設立され、私が法人代表となりました。そして、南京大虐

殺史研究の第一人者である南京大学歴史学科の高興祖教授が一期目の会長に任命され、

その後、張憲文、張伯興と私が二、三、四期目の会長に任命されました。 

 同時に、中国社会科学院、黒竜江省社会科学院、江蘇省社会科学院、南京市社会科学

院、中国第二歴史公文書館、江蘇省公文書館、南京市公文書館、復旦大学公文書館、南

京師範大学歴史学科、上海師範大学歴史学科、海軍指揮学院等、多くの教授を招聘し入

会させ、共同で南京大虐殺の歴史研究を行うようにしました。さらに国際学術研究会を

何度も組織し、記念館の学術的な影響力を高めました。私たちはほぼ毎年各種の学術研

究会を開きましたが、その中でも比較的影響力の高い国際学術研究会が二度ありまし

た。一度目は 1997 年に南京の状元楼で初めて開かれた南京大虐殺国際学術研究会です。

アメリカ、カナダ、ドイツ、韓国、日本、中国等の 147 名の専門的な学者を招き、南京

大虐殺歴史問題の学術研究を行いました。会議は大成功となり、会議での論文は翌年安

徽大学出版社でまとめられて出版されました。本書は南京大虐殺に関する研究の第一人
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者たちによる論文集になります。二度目に国際的に影響力があったのは、2002 年に南京

国際会議センターが招聘した「歴史認識と東アジアの平和フォーラム」です。日中韓三

ヶ国の歴史学界と教育学界が連携して、日本の右翼勢力が編纂した教科書を批判し、具

体的な対策を相談しました。そして、三ヶ国の学者が手をつなぎ、共同で東アジア三ヶ

国の歴史教科書を編纂することが決定されました。この会議の成功により、その後三年

の間に、北京、ソウル、東京等の都市で 10 回の会議を開きました。討議は熾烈になり、

最終的に 2005 年 5 月、中国、日本，韓国で日中韓三か国語による「東アジア三ヶ国の

近代史」が出版され、日本の右翼勢力が編纂した歴史が改竄された教科書に大きな反撃

を加えました。特に光栄に思ったのは、本書の第三章、つまり 1931 年から 1945 年に至

る歴史部分の中国側の編集の責任者となり、最初から最後まで編集と討論に加わり、大

きな感慨を受けた事です。当研究会は設立より 21 年が経ちましたが、とても充実した

内容で、何度も研究

会が開かれ、多くの

学術的成果を上げ

ると共に、多くの学

術研究員を育て上

げました。この学会

はその先進性を評

価され、去年は全国

先進学会として認

めまれました。 

 

 ここで私は中国

学術界による南京大虐殺受難者 30 数万人という数字の問題について重点的に話したい

と思います。 

と思います。 

 しかし、数字問題は虐殺の規模と程度に関わる事なので、科学的、歴史的事実に基づ

いて考察する必要があります。この数字には主にいくつかの理由があります。先ず、30

数万という数字は戦後東京極東国際軍事法廷と南京戦犯軍事法廷の「二つの法廷」での

人命は貴重で、１人、10 人、100 人殺そうが、全て非難されるべき事なので、

数字の問題を南京大虐殺の本質についての尺度とすべき事ではない 
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歴史的な判決です。南京法廷は直接「30 万人以上」という判決を下し、東京法廷は間接

的に「20 万人以上」の判決をくだしました。だが、その数字には「揚子江に投げ込まれ

た死体や、土中に埋めたりその他の方法で処理された死体は含んでいない」とされてい

ます。次に、38 万以上の死体埋葬の各種記録があること。ひとつは慈善団体による 18．

5 万余りの死体埋葬で、これには崇善堂に埋められた 112，267 体、同善堂で埋められた

22，683 体、そして、「回族埋葬隊」によって埋められた 400 体が含まれています。二

つ目は個人によって埋められた 3．5 万余りの死体があり、それには湖南の材木商であ

る盛世征と昌開運によって埋められた 28，730 体、南京市民の芮芳縁、張鴻儒、楊広才

等によって埋められた 7，000 余りの死体が含まれており、それ以外にも多くの民衆が

親族の死体の埋葬をしているが、それについての完全な統計資料はなく、考察すること

はできません。三つ目は偽政府が合計 6，200 体余りを埋葬し、それには南京市政府の

監督である高冠吾による 3，000 余りの死体埋葬と、偽下関区長である劉連祥による 3，

240 体の埋葬が含まれています。四つ目は日本軍による死体損壊の痕跡が 15 万体ありま

す。もし全ての収容され埋葬された死体と日本軍によって損壊された死体を合わせた数

を考察し、又、損壊された死体と埋葬された死体の統計上起こりうる重複を考慮したと

しても、南京大虐殺での被害者数は 30 万人以上だという根拠になります。 

 第三には、南京大虐殺での幸存者と埋葬を目撃した証人が 4，000 以上の口述資料を

残しており、虐殺の規模と残忍性の程度が証明されます。記念館の所在地である江東門

一帯だけでも一万人以上の殺害と埋葬を自ら目撃した朱有才、王秀英等の証言がありま

す。 

 

南京法廷：直接「30 万人」という判決 
東京法廷：間接的に「20 万人以上」の判決 
但し、その数字には「揚子江に投げ込まれた死体や、土中に埋めたりその他の方法

で処理された死体は含んでいない」 

38 万以上の埋葬記録 
1. 慈善団体による 18．5 万余り 

（崇善堂による 112，267／22，683、回族埋葬隊による 400 を含む） 
2. 個人による 3．5 万余り 
3. 偽政府による合計 6，200 余り 
4. 日本軍による死体損壊の痕跡が 15 万体 
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 九つ目は、国際平和研究の領域で、平和関連の活動を行っていることです。2001 年

12 月、アメリカサンフランシスコの聖マリナーズ大聖堂で、「南京大虐殺史実展」を行

いました。展覧に合わせて 12 月 13 日夜、聖マリナーズ大聖堂において「世界平和を祈

祷する」儀式が行われ、全米のキリスト教、ユダヤ教、仏教、カトリック教、イスラム

教の指導者が聖堂内に一堂に会して、各自の宗教儀式に沿った方法で平和を祈念しまし

た。アメリカの国会議員やサンフランシスコ市長を含む 3，000 人以上の各界の人達が

参加し、米 ABC、NBC、CBS、CNN 等アメリカの主なメデイア媒体が世界に向けて報

道を行い、西側諸国に大きな影響を与えました。これは南京にとって初めてのアジア以

外での活動で、アメリカで成功裏に行われた有意義な平和活動でした。それ以降南京は

活動の門を広げ、次々と平和活動を行いました。例えば、2002 年 3 月南京において日中

韓三ヶ国による第一回「歴史認識と東アジア平和フォーラム」、5 月には日本のピース

ボートを南京に招請し、南京青年連合会、南京曉庄師範学院と共同での平和キャンドル

夜会、8 月は南京キリスト教青年連合会が日本の青年を招き、第７回日中青年平和友好

交流会、12 月は南京大虐殺被害者の追悼集会において、初めて「南京平和集会」の内容

を加え、キャンドル巡回活動、南京平和青年フォーラムを組織しました。2003 年度は各

種活動の開催と平行して平和機構の設立に着手しました。例えば「南京国際平和研究

所」、「南京平和のハト芸術団」、「南京平和楽団」を新しく南京で設立し、国際平和

学の研究、《平和学入門》、《世界平和学概況》、《平和学概論》の編纂と出版、南京

平和都市建設の構想と南京平和文化建設事業を提案し、江蘇省政府の実用社会学研究の

分野で一位になりました。 

 他にも大きな「平和の鐘」を造り、平和の鐘音を南京中に響き渡らせています。南京

記念館に大きな釣り鐘を作ることはずっと私の願いでもありました。1995 年に提案しま

したが、この釣り鐘を造るには実際紆余曲折がありました。当初は資金がなく造れずに

いましたが、その後日本の華僑である林同春、林伯耀等 10 数名の資金援助を受け、2003

年に 6．6 トンもある「平和の鐘」ができ、中国書家協会の元会長に鐘の名を揮毫して

もらいました。この鐘は目下南京で最も大きな鐘で、毎年平和集会の際に鳴らされます。

このことは私に一つの道理を教えてくれました。何事をするにも困難や紆余曲折があ

り、順風満帆には行かないが、心を決めて、根気強く道を進まなければならないと。毎

年中日両国の僧による世界の平和を祈る集会や、南京工業大学、南京師範大学、河海大

学、南京大学等で「国際平和学系講座」を行っています。特に新館建設の過程で平和の

理念の下、記念館の平面図は「平和の舟」の形を呈し、展示室南側の壁は「剣が鋤きに

なる」形を呈し、又、新しく「平和公園」を建設し、「平和の女神」の像を白い大理石
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で造りました。私たちは平和を主題とした南京の活動が日々の努力によって、平和の花

を増々咲かせると深く信じています。 

 

 十番目は、UNESCO の世界記

憶遺産への登録を、2015 年 10 月

の申請において成功させまし

た。南京大虐殺の案件は一般の

歴史的案件と異なり、人類の加

害の記憶の一部であり、歴史上

の廃墟の実態を伝える媒体で、

人類文明の発展過程においてと

ても重要な経験と警告を与えて

おり、世界記憶遺産とするに値

する事実です。2009 年 1 月南京市第 14 回人民代表大会において、私は 9 名の人民代表

大会代表と連名で第 0255 号の案を提出し、南京大虐殺の案件を世界記憶遺産に申請す

ることを提案しました。この案はその年の南京市人民代表大会の十大重点案件の内の一

つとなりました。４月に記念館と中国第二歴史檔案館、南京市檔案館の三単位合同で中

国記憶遺産に申請し、遺産申請の第一歩を果たしました。2010 年 2 月《侵華日軍南京大

虐殺に関連する案件（五組）》は国内の選考を経て《中国遺産文献目録》に選ばれるの

に成功し、初戦を突破しました。2014 年 3 月 5 日、私達は国家檔案局の通知を受け喜び

ました。二年に一度報告し、毎年批准するという慣例により、UNESCO は二年に一度の

世界記憶遺産の申請作業を開始し、申請作業を担う国家檔案局は《南京大虐殺の案件》

と《慰安婦の案件》を今回中国が申請する二つの項目に決定し、更に、南京大虐殺の史

料を扱う檔案館全てを申請に加える事を要求しました。南京の「三つの館」以外に中央

檔案館、遼寧省檔案館、吉林省檔案館、上海市檔案館の四つの檔案館も加わり全部で７

館となり、申請内容も元の５組の案件から 11 組に増えました。2015 年 10 月 3 日から 6

日にかけ、私は中国記憶遺産申請代表団の一員としてアラブ首長国連邦の首都アブダビ

に赴き（上記写真）、UNESCO の審査を体験しました。そして、パリ時間で 9 日の夜、

私たちはついに南京大虐殺が記憶遺産に認定されたという良い知らせを受けました。申

請から 8年の道のりは長かったと言えますが、それは遂にすばらしい現実となりました。

私は大いに喜びました。23 年間記念館の館長をしましたが、世界遺産の認定、国家的な

慰霊祭、館の拡大と増強という三つの使命全てが実現したのです。この興奮の中で私は
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記念館事業の発展に支持と援助を与えてくれた全ての人達や団体に感謝します。南京大

虐殺の案件は南京の都市記憶から国家記憶になり、今又世界記憶に登りつめました。そ

の間日本人を含む多くの正義感あふれる人たちの援助がありました。人類にとって大き

な災禍である南京大虐殺は、歴史と文化に警告を与える世界記憶遺産として、世界の多

くの人々に理解され、そして教育的な価値を与え、この歴史を心に深く刻み、平和な未

来を切り開くことでしょう。 

 《南京大虐殺》は世界標準の検証を経て記憶遺産に認定されました。周知の通り

UNESCO の世界記憶遺産認定過程において注視されるのは文献の世界的価値で、主に考

察されるのは提案された項目の真実性、世界への意義、そして唯一無二な非代替性です。

今回申請された 11 組の資料は全てオリジナルのもので、唯一性、真実性と独自性があ

り、疑問を挟む余地がありません。その中には南京大虐殺の真実が含まれています。例

えば第二組の資料にあるのは、南京安全区国際委員会委員で、国際赤十字南京分会の主

席だったアメリカのジョン・マギー牧師が南京大虐殺の現場で撮影に使用した 16 ミリ

のオリジナルのフィルム、フィルムの箱、撮影機及び欧米でポピュラーな雑誌である「ラ

イフ」の 1938 年 5 月号に載った 10 枚のジョン・マギーが撮った南京大虐殺の写真を含

む関連する映像資料です。他にも第三組の資料の中には 16 枚の日本軍が中国軍民を殺

害する写真や中国人婦女を陵辱する写真及びアルバムが含まれています。これらは南京

華東写真館で弟子をしていた呉旋によって保存され、戦後南京市臨時参議会に渡され、

南京軍事法廷での戦犯裁判において第一号の犯罪の証拠とされたものです。これらの資

料は全て一級品の史料で、《世界記憶遺産プロジェクト》の選考基準に完全に合致する

ので、選出されるのは条理を得ています。 

 《南京大虐殺の案件》の入選は、世界共通の認識として遅過ぎたとさえ言えます。数々

の原因により、第二次世界大戦での三大惨事、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所

と日本の広島原爆は 1972 年と 1996 年に世界文化遺産として認定されましたが、南京大

虐殺は長きにわたって世界で置き去りにされていました。これはまったく公正なことで

はありません。南京大虐殺は極東国際軍事法廷での典型的な判例で、極東国際軍事法廷

の判決文は二つの章を使い南京大虐殺に対して明確な判決を下し、国際社会は早くから

歴史的な定説と判定を与えています。人心は公平です。何故かというと、最も早く《世

界記憶遺産の登録》に申請書を提出したのは中国人ではなく、当時 UNESCO の文化教

育委員会主席であったフィリピンのカモン・パウラ（＊音）女史です。今回アブダビで

開かれた UNESCO 世界記憶審査委員会第 12 回会議の席上、14 名の委員は入選の国際基

準に基づき中国人に公正さをもって報いました。これは歴史的な勝利であり、正義の勝



- 38 - 
 

利であり、また遅過ぎた勝利でもあります。 

 《南京大虐殺の案件》の入選は、世界の平和と発展に対して警告性を伴う普遍的かつ

教育上の意義があるものです。人類にとって正しい道は移り変わります。南京大虐殺は

人類にとって一つの災禍ですが、殺戮はいけない、恐怖はいけない、暴力はいけないと

全世界を啓発してくれました。この歴史を教訓とし、この歴史上の悲劇を繰り返さず、

人類の平和権、生命権、生存権を尊重し、平和裏に生存し、発展していく事が正しい道

です。侵華日軍南京大虐殺受難同胞記念館と同類の国際的な第二次世界大戦を扱った博

物館、例えばアメリカのパールハーバーのアリゾナ記念館、フランスのカンツエン（＊

音）国際平和博物館、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所国家博物館、ロシア衛国

戦争記念館、韓国独立記念館等は、第二次世界大戦の歴史的事実を展示することによっ

て、人類に歴史を記憶すること、憎悪を引きずらない事、そして、平和を尊び戦争をし

ない事を教えてくれます。これらそれぞれの国際平和博物館は、こうした意義を私たち

に与え続けてくれます。 

 

 三、南京大虐殺研究 23 年間で体得したものの堅守 

 1992 年 5 月、私は南京記念館の仕事を開始し、南京大虐殺史の研究を始めて 23 年以

上になります。その間成し遂げた事もあれば、間違いもあり、経験があり、教訓もあり

ました。又、楽しい事もあり、苦しい事もありました。「私が記念館で働いた 23 年」

を振り返りまとめてみると、一つは「熱愛、執着、能力、責任」、もう一つは「勤勉、

理解、創造、堅守」という８文字の対句になります。 

 第一に、私は南京記念館の仕事を終始神聖な事業だと思って来ました。いつも思って

いたのですが、もし従事している仕事を任務だと思うと、どんどん疲れ、やり通すこと

が難しくなります。でももしその仕事を一連の事業だと思うと、やり遂げられないこと

や使い切れない気持ちが残っても気になりません。長年私はこの仕事を畏敬し、一生懸

命打ち込んできました。そして一つの事業を成し遂げる気持ちを持ち、職員全員の積極

性と想像力を引き出して来たし、自分にもプレッシャーをかけて来ました。私の上司で

あった元南京市の常務委員で宣伝部長の陳安吉はある全市宣伝部長大会で私をこの様

に認め讃えてくれました。「私達宣伝部は記念館の主管部門として記念館に何も要求を

していない。多くの仕事は朱成山自らが考え出しやり遂げました。」彼は私を励まし、

これらの事業はやり遂げたもので、降って湧いたものではない。特に博物館や記念館の

ような公益性の高い事業は、権力、勢力や地位を求めるのではなく、当然やるべき事だ

と思わないと、人々の尊敬を得られない。それに、事業をするにはたゆまぬ努力を持っ
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て、諦めず、続けることです。 

 第二に、終始創造力を持って記念館の仕事を計画し、着手することです。私は常に信

じているのですが、創造は事業を成し遂げる為の基本で、諦めない為の動力です。私達

が従事する仕事は平凡だが常に創造し、平凡を非日常と化し、常に新しい事を追求し、

いつも創造力を持って全ての仕事を計画し、実行しなければなりません。思い起こせば

私は記念館でたくさんの「第一回目」を創りました。初めて南京大虐殺の幸存者を日本

へ連れて行き証言を行い、初めて南京市で防空警報を鳴らし南京大虐殺受難者追悼集会

を行い、初めて南京大虐殺犠牲者の国家慰霊祭を行い、初めて南京大虐殺史学研究機構

を作り、初めて全南京市の南京大虐殺幸存者の全面調査を行い、初めて全国司法界で歴

史証人の公証を行い、初めて南京大虐殺幸存者協会を設立し、幸存者に支援を行い、初

めて南京大虐殺万人坑受難者の遺骨の科学的な検証を行い、歴史上初めて南京大虐殺の

展覧を海外と日本で行い、初めて海外へ人を派遣し南京大虐殺の文物と資料を広範囲に

収集し、歴史上一冊目となる南京大虐殺幸存者の証言集、論文集、漫画集、詩歌集、公

祭読本を編纂し、初めて多くの専門学者を組織し全国の大学で南京大虐殺の歴史の講演

を行い、国内で初めて参観料無料開放を行い、初めて国際的平和学の概念を国内に持ち

込み大々的に広め、初めて UNESCO が世界記憶遺産に認定しました。 

 第三に、終始“能力に応じた地位”という原則を仕事を進める上での指導哲学として

きました。社会では往々にして不公平な現象が出現します。人脈を使って上に這い上が

ろうとする現象もよく見かけることです。しかし、私は実際に成果を積み、その能力が

あるものこそ、それに相応しい地位があってしかるべきだと思っています。我々には社

会の大環境を変えるだけの力はありませんが、自身の職場という小環境なら変えること

ができます。より新しいものを追求し、その為に努力してこそ新たな成果を生み出せま

す。記念館で 23 年間仕事をして、歴史研究と学術研究において不断に努力を重ね、無

知の段階から国家が承認する研究員、教授など色々な肩書きがつくようになりました。

数日前、私は江蘇ネットテレビのある番組に呼ばれました。記者が私にある奇怪な質問

をしました。「あなたには数々の肩書きがあります。例えば朱館長、朱教授、朱会長、

朱先生などですが、あなたはどれが一番気に入っていますか？」私はこう答えました：

「実はみな同じようなものです。それぞれの呼称は違えども、みな教育者に属するもの

です。私に教育と教学能力がある為に、12 カ所の高校で兼任教授をしています。さらに

2004 年度から南京師範大学でも研究生の指導教授に招請されました。それ以外にも、北

京大学、上海師範大学、華中師範大学、安徽工業大学、合肥工業大学、南京大学など、

全国数十カ所の大学や都市で講義し、愛国教育に携わっています。」 
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 私に研究成果と研究能力がある為、少なからずの学術機構で責任者をしているほか

に、アメリカのプリンストン大学、日本の名古屋大学、立命館大学、韓国のソウル大学

など、国内外の学術機構の招請に応じてシンポジウムなどに参加しました。特に外交部

の求めに応じ、北京で行われた 13 の日本の右翼政党と団体の責任者が参加した歴史対

談にも参加しました。2009 年には光栄にも中国共産党代表団の一員として東京で開かれ

た中日両国の執政党（＊与党）による戦略対話にも参加しました。 

 記念館の管理と建設と発展にそれなりの功績がある為に、国内の博物館関係者の中で

多少の名声があります。特に率先して行った無料開放と新館建設後、国内外から 200 あ

まりの博物館関係者が学習と交流の為に来館し、それらの人々を接待しました。私本人

も全国道徳模範、全国五一労働賞、全国愛国主義教育模範基地先進者、全国社区建設先

進者、全国紅色旅行先進者、江蘇省文化名人、南京市文化名人、南京名誉市民、感動を

与えた南京人物、等々の栄誉にあずかりました。 

 第四に、「責任」と「堅守」を奮闘するにあたっての目標とし、座右の銘にしていま

す。人の生は僅か数十年に過ぎません。歴史の大河、大自然にあって、それは微々たる

ものです。自身を過大評価すべきではありません。生涯で某かの有意義なことを成し遂

げることができれば、即ち大いなる幸いと言えましょう。個人の能力にも限界がありま

す。工農兵出身で、何の後ろ盾もなく、ただ真面目に生き、社会に少しばかりの貢献が

できたことに、何ら遺憾はありません。数年前、ある人が私の為に不平を言ってくれま

した。記念館で何年も働き、苦労を重ねて一定の貢献をし、能力もあり、開拓精神にも

富んでいるのに、私が元いた南京市宣伝部の同僚で少なからずの人が既に部長や会長な

どに出世し、収入も私の３倍、５倍ともらっているのに、不公平だというのです。この

仕事をしていると、種種の原因で、南京大虐殺に関する文物と資料の収集、整理と研究、

出版、宣伝などの開始時期は他に比べて遅かったと思います。もし我々世代の人が努力

しなければ、歴史に対し申し訳ないばかりか、民族、子孫に対しても申し訳が立ちませ

ん。こうした仕事は我々世代の人にとって逃れられない責任と言えます。南京記念館館

長という立場にあるものにすれば、その職責と責任はなおさら重いと言えます。私が処

級（＊地方級）幹部になった頃、人よりも早く出世もしていました。しかし館長になっ

て十数年が過ぎた頃、私のことを思ってくれる友人たちから、このままだと出世が望め

ないから別の部署に変わるよう勧めてくれました。しかし私としては既にこの記念館の

仕事に深く感情移入していました。館の一木一草にも想いを持つようになっていまし

た。比喩としては妥当ではないかも知れませんが、記念館を自分の育てた子供のように

さえ感じています。感情的にもすでに離れられない存在になっていたのです。去年の 10
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月、正式に記念館を退職しましたが、今後も学術研究面で関わっていくつもりです。例

えば南京大虐殺微観（＊微小事象）史研究は今年の国家十三五社会研究重点課題に選ば

れています。南京大虐殺被害者の 300 戸の家庭に対する詳細な調査と研究です。 

 私は今後とも、世界の記憶遺産と平和の構築の為に引き続き努力するつもりです。 

                    （抄訳・南京大阪事務局／写真を挿入） 

 

 

 

   

 参考記事 

 

  南京大虐殺を否定する 
    アパホテルへの抗議行動 
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4 月 1 日朝日新聞 
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4 月 6 日東京新聞 
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▼
ア
メ
リ
カ
の
不
法
、
無
謀
な
戦
争
に

対
し
て
、
安
倍
政
権
は
全
面
支
持
と
協

力
を
打
ち
出
し
、
戦
争
へ
の
動
き
が

日
々
現
実
化
し
て
い
ま
す
。
▼
国
内
で

は
、
教
育
勅
語
を
肯
定
し
、
銃
剣
道
を

中
学
教
育
に
取
り
入
れ
、
復
古
主
義
的

道
徳
を
強
め
て
い
ま
す
。
▼
安
倍
政
権

は
強
権
的
に
現
代
の
治
安
維
持
法
た
る

「
共
謀
罪
」
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
先
の
狙
い
は
ま
ぎ
れ
も

な
く
憲
法
改
悪
で
す
。
▼
戦
争
と
虐
殺

の
時
代
に
戻
ら
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
か
ら
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
Ｋ 


